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1 男女平等参画に関する市民意識調査で
「社会全体で男女の地位などに差はない」
と感じている人の割合

12.4%
（令和3年度調

査）
- - 25.0%

総合政策部協働・男女平等参画室 23

2 男女平等参画に関する市民意識調査で
「苫小牧市男女平等参画都市宣言」を見
聞きしたことがある市民の割合

54.2%
（令和3年度調

査）
- - 70.0%

総合政策部協働・男女平等参画室 23

3 各施設の生涯学習関連講座受講者数 5,070人（Ｒ３年
度）

※新型コロナウイ
ルス感染拡大の
影響による減

5,940人（Ｒ4年
度）

※新型コロナウイ
ルス感染症など
の影響による減

6,234人（Ｒ5年
度）

※新型コロナウイ
ルス感染症など
の影響による減

12,500人

教育部生涯学習課 28

4 性教育講演会開催高校数及び中学校数 17校
（高校8校、中学
校9校）

22校
23校

（高校8校、中学
校15校）

20校
健康こども部健康支援課 30

5 男女平等参画に関する市民意識調査(中
学生)で「デートＤＶ」を「知っている」と答え
た人の割合

54.5%
（令和3年度調

査）
- - 70.0%

総合政策部協働・男女平等参画室 33

6 男女平等参画に関する市民意識調査(高
校生以上)で「デートＤＶ」を「知っている」と
答えた人の割合

77.6%
（令和3年度調

査）
- - 85.0%

総合政策部協働・男女平等参画室 33

7 デートＤＶ防止出前授業の中学校の実施
校数

13校
（R4年度）

13校
（R5年度）

15校
（R6年度）

15校
総合政策部協働・男女平等参画室 33

8 パパママ教室の参加組数
133組 137組 143組 216組

健康こども部健康支援課 38

9 おとうさんといっしょ の参加組数
53組 51組 37組 60組

健康こども部健康支援課 38

10 入所を保留している児童数
306人

(R5．3時点）
227人

(R6．3時点）
146人

(R7．3時点）
150人

健康こども部こども育成課 40

11 一時保育事業実施箇所数
６か所

(R4．4時点）
６か所

(R5．4時点）
7か所

(R5．4時点）
7か所

健康こども部こども育成課 40

12 延長保育事業実施箇所数
１3か所

(R4．4時点）
１3か所

(R5．4時点）
１3か所

(R6．4時点）
13か所

健康こども部こども育成課 40

13 児童センター利用者数
161,847人

167,569人
（令和5年度）

189,077人
（令和６年度）

150,000人
健康こども部青少年課 40

14 乳児家庭全戸訪問事業実施割合
97.2% 95.9% 95.5% 100.0%

健康こども部健康支援課 40

15 男女平等参画に関する企業実態調査で
「ワーク・ライフ・バランス」を理解している
事業所の割合

51.6%
（令和3年度調

査）
- - 65.0%

総合政策部協働・男女平等参画室 42

16 自主防災組織等への女性の参画割合
16.7% 16.0% 15.0% 30.0%

市民生活部危機管理室 45

17 市民防災講座等への女性の参画割合
25.3% 30.5% 27.0% 20.0%

市民生活部危機管理室 45

18 異文化に触れる講座・事業の参加者延べ
人数 692人（103.2％） 456人（65.1％）

639人（95.3％）
（令和６年度末）

670人
市民生活部市民生活課 46

19 国際交流ボランティア登録者数
203人

（R5.3現在）
207人

（R6.3現在）
130人

（R7.3現在）
250人

総合政策部未来創造戦略室 46

20 国際交流サロン利用者数
894人
（R4年度）

944人
（R5年度）

1031人
（R6年度）

1,700人
総合政策部未来創造戦略室 46

21 市の審議会等委員の女性割合
30.1%

（R5.4現在）
31.0%

（R6.4現在）
30.0％

（R7.4現在）
40.0%

総務部行政監理室 50

22 女性人材バンク登録者数
80人

（R4年度）
82人

（R5年度）
83人

（R6年度）
100人

総合政策部協働・男女平等参画室 50

23 市職員の女性管理職の割合
23.4%

（R4.4現在）
23.6%

（R5.4現在）
23.0%

（R6.4現在）
30.0%

総務部行政監理室 51

24 市職員の女性係長職の割合
23.5％

（R4.4現在）
23.1%

（R5.4現在）
24.0%

（R6.4現在）
30.0%

総務部行政監理室 51

25 市職員の女性受験者の割合
33.7%
(R4年度)

31.1％
(R5年度)

34.8％
(R6年度)

35.0%
総務部行政監理室 51

26 市男性職員の育児休業取得者の割合
13.5％
（R3年度）

40.4%
（R4年度）

50%
（R5年度）

30.0%
総務部行政監理室 38

27 市職員の時間外勤務数(上限360時間超
え職員数)

102人
（R3年度）

142人
（R4年度）

162人
（R5年度）

50人
総務部行政監理室 38

Ⅰ
男女平等
参画の意識
改革

Ⅱ
配偶者等か
らの暴力の
根絶
(ＤＶ防止計
画)

令和6年度（2024年度）苫小牧市男女平等参画基本計画（第3次）改定版施策別実施状況調べ　【数値目標】

Ⅲ
あらゆる分
野への男女
平等参画の
推進
（女性活躍
推進計画）
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令和6年度（2024年度）苫小牧市男女平等参画基本計画（第3次）改定版施策別実施状況調べ　【数値目標】

28 特定健康診査の受診割合 29.4%
(R5.3.28現在速

報値)

29.4%
(R6.3.28現在速

報値)

29%（R7.3末時点
速報値）

50.0%
(R5年度)

市民生活部保険年金課 54

29 がん検診受診割合(胃・肺・大腸・子宮頸・
乳がん検診の平均) 12.5% 9.3% 6月確定予定

22%
（R5年度）

健康こども部健康支援課 54

30 苫小牧健康セミナー及び集団教育（出前
講座）の参加者数

364人
（苫小牧健康セミ
ナー87人、出前
講座277人）

337人
（苫小牧健康セミ
ナー147人、出前
講座190人）

497人（苫小牧健
康セミナー190人
+出前講座307

人）

1,200人

健康こども部健康支援課 54

31 「市民の運動・スポーツ活動実態調査」に
おける市民の週1回以上運動を行う割合 - - - 70.0%

総合政策部スポーツ都市推進課 54

32 乳幼児健診の受診割合
91.8%～9７.2％ 95.9%

85.1%
※R7.4.2時点、確
定ではない

100.0%
健康こども部健康支援課 55

33 介護支援いきいきポイント事業の新規登
録者数

16人
（Ｒ5.3.31現在）

45人
（Ｒ6.3.31現在）

43人
（Ｒ7.3.31現在）

70人
福祉部介護福祉課 59

34 認知症サポーター養成数
30,466人

（Ｒ5.3.31現在）
33,114人

（Ｒ6.3.31現在）
35,065人

（Ｒ7.3.31現在）
38,000人

福祉部介護福祉課 59

35 市庁舎内洋式トイレの暖房・温水洗浄便
座の割合

100%
（５０か所中
５０か所実施済）

100%
（５１か所中
５１か所実施済）

100%
（５2か所中
５2か所実施済）

100.0%
総務部総務課 59

36 市庁舎内トイレの手すりの設置割合 37.6%
（93か所中
35か所実施済）

40%
（93か所中
37か所実施済）

46.2%
（93か所中
43か所実施済）

50.0%
総務部総務課 59

37 市庁舎内洋式トイレの割合 53.7%
（93か所中
50か所実施済）

54.8%
（93か所中
51か所実施済）

55.9%
（93か所中
52か所実施済）

65.0%
総務部総務課 59

38 高齢者対象事業の延べ参加人数 1,410人（45％）
※新型コロナウイ
ルス感染拡大の
影響による減

2,008人（66.9％）
2262人（72.5%）
（令和６年度末）

3,120人

市民生活部市民生活課 59

39 都市公園の便所及び園路のバリアフリー
化率

R5年度改定版よ
り新設

65.0% 66.0% 70.0%
都市建設部緑地公園課 59

40 高齢者ボランティア主体の事業数
14事業（77％） 17事業（85％）

16事業（88.8%）
（令和６年度末）

18事業
市民生活部市民生活課 60

41 ジョブコーチ養成研修受講助成累計件数
9件

（R5.3.31現在）
13件

（R6.3.31現在）
16件

（R7.3.31現在）
14件

福祉部障がい福祉課 60

42 障害者雇用奨励金交付人数
1人

（R5.3現在）
0人

6人
（R7.3現在）

15人
産業経済部工業・雇用振興課 60

Ⅳ
健康でいき
いきと暮ら
せる環境の
整備


